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慶
滋
為
政
の
和
歌
序

―
摂
関
期
の
和
歌
序
の
特
質
―

山

本

真

由

子

摂
関
政
治
の
最
盛
期
に
活
躍
し
た
、
慶

滋

為
政
は
、
こ
の
時
期
の
文
人
と
し
て
は
珍
し
く
、
漢
文
と
和
文
（
仮
名
文
）
の
両
様
の
和
歌
序
を
残
し
て

よ
し
し
げ
の
た
め
ま
さ

い
る
。
為
政
の
序
の
特
質
の
一
つ
は
、
漢
文
と
和
文
の
差
を
超
え
て
、
序
の
内
容
や
表
現
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
特
質
と
し

て
は
、
下
命
す
る
歌
会
の
主
宰
者
へ
の
配
慮
が
、
作
品
の
表
現
、
さ
ら
に
は
、
漢
文
、
和
文
の
選
択
を
大
き
く
規
制
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
、
は
じ
め
に

（
一
）
和
歌
序
の
変
遷

小
論
は
、
摂
関
政
治
の
最
盛
期
に
活
躍
し
た
文
人
官
僚
、
慶

滋

為
政
の
漢
文
と

よ
し
し
げ
の
た
め
ま
さ

和
文
（
仮
名
文
）
の
和
歌
序
二
篇
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
質
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
篇
の
序
が
作
ら
れ
た
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
表
現
を

詳
し
く
読
み
解
い
た
上
で
、
二
篇
を
比
較
し
、
為
政
が
同
じ
和
歌
序
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
を
、
な
ぜ
漢
文
と
和
文
と
で
書
い
た
の
か
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

「
序
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
先
立
つ
「
和
歌
と
漢
詩
―
平
安

朝
に
お
け
る
実
例
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
１
）

に
お
い
て
説
明
し
た
。
一
部
修
正
し
て
再
び

述
べ
る
と
、
「
序
」
と
は
、
中
国
文
学
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
序
文
や
前
書
き
に

相
当
し
、
序
が
冠
せ
ら
れ
る
作
品
の
概
要
や
制
作
状
況
な
ど
が
記
さ
れ
る
文
章
を
い

う
。
た
だ
し
、
「
序
」
は
、
一
般
に
い
う
序
文
と
は
異
な
り
、
そ
れ
だ
け
で
鑑
賞
し

得
る
作
品
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
中
国
で
は
七
世
紀
の
初
唐
の
時
代
に
、
宴

集
で
作
ら
れ
た
漢
詩
に
冠
せ
ら
れ
る
「
詩
序
」
が
多
く
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
倣
っ
て
、
日
本
で
は
、
八
世
紀
の
奈
良
朝
で
、
詩
序
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
程
な
く
歌
会
で
詠
ま
れ
た
和
歌
の
序
「
和
歌
序
」
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
十
一
世
紀
半
ば
、
平
安
朝
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
邦
人
の
漢
詩
文
の
総
集
で
あ

る
『
本
朝
文
粋
』
の
「
和
歌
序
」
の
部
門
に
は
、
歌
会
の
序
に
加
え
て
、
歌
集
の
序

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

前
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
述
べ
た
後
に
、
奈
良
朝
の
例
と
し
て
、
天
平
二
年
（
七

三
〇
）
正
月
に
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
が
大
宰
府
で
梅
花
の
宴
を
催
し
、
漢
文
の
和
歌

序
と
和
歌
三
十
二
首
（
萬
葉
集
・
巻
五
）
と
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
こ

の
和
歌
序
は
、
偶
々
、
拙
稿
の
発
表
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
新
元
号
「
令
和
」
の
出

典
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
萬
葉
集
』
で
は
、
和
歌
の
詠
ま
れ
た
事

情
を
記
す
詞
書
（
題
詞
）
な
ど
の
散
文
は
、
す
べ
て
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
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こ
の
和
歌
序
が
漢
文
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。

和
文
（
仮
名
文
）
の
和
歌
序
は
、
平
安
朝
が
始
ま
っ
て
百
年
ほ
ど
後
に
現
れ
る
。

現
存
最
古
の
歌
集
の
序
と
し
て
「
古
今
和
歌
集
仮
名
序
」
が
あ
る
。
こ
の
序
は
、
延

喜
五
年
（
九
〇
五
）
の
日
付
が
あ
り
、
紀
貫
之
が
書
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
歌
会
の
序
と
し
て
は
、
貫
之
の
手
に
成
る
、
延
喜
七
年
の
「
大
堰
川
行
幸
和
歌

序
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
序
は
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
散
文
と
し
て

も
最
初
期
の
例
で
あ
り
、
日
本
文
学
史
上
に
お
い
て
も
特
記
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。

勿
論
、
同
時
期
に
は
大
江
千
里
「
三
月
三
日
吏
部
王
池
亭
会
十
四
首
幷
序
」
（
扶
桑

古
文
集
）
な
ど
の
漢
文
の
序
も
引
き
続
き
制
作
さ
れ
て
い
る
。
貫
之
も
、
晩
年
の
天

慶
年
間
（
九
三
八
―
九
四
七
）
に
は
自
ら
が
編
ん
だ
『
新
撰
和
歌
』
に
漢
文
の
序
（
本

朝
文
粋
）
を
冠
し
て
い
る
。
な
お
、
一
般
に
平
安
朝
の
和
歌
序
に
つ
い
て
は
、
仮
名

文
の
序
を
「
仮
名
序
」
、
漢
文
の
序
を
「
真
名
序
」
と
称
す
る
。
ま
た
、
歌
会
の
序

は
「
序
題
（
代
）
」
、「
小
序
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

そ
の
後
、
政
治
情
勢
は
、
冷
泉
天
皇
の
康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
藤
原
実
頼
が
関

白
と
な
り
、
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
に
藤
原
氏
を
外
戚
と
し
な
い
後
三
条
天
皇
が

即
位
す
る
ま
で
の
百
年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
摂
関
政
治
が
最
盛
期
を
迎
え

る
。
こ
の
時
期
の
和
歌
序
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
作
品
を
見
る
限
り
、
興
味
深
い

傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
歌
序
の
形
式
に
対
す
る
好
尚
は
、
こ
の
時
期
に
、

仮
名
序
か
ら
真
名
序
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

初
期
に
あ
た
る
村
上
朝
の
末
・
冷
泉
朝
か
ら
花
山
朝
に
か
け
て
（
九
六
〇
年
―
九
八
六

年
頃
）
は
、
平
安
京
六
条
坊
門
の
南
に
あ
っ
た
河
原
院
で
交
遊
し
た
歌
人
た
ち
に
よ

っ
て
、
仮
名
序
が
多
く
書
か
れ
て
お
り
、
歌
会
の
序
は
七
篇
、
歌
集
の
序
は
二
篇
を

数
え
る
（
２
）

。
作
者
で
あ
る
源
順
、
橘
正
通
な
ど
は
、
詩
序
も
残
し
て
お
り
、
漢
詩

の
序
で
あ
る
詩
序
は
漢
文
で
、
和
歌
序
は
和
文
で
書
く
と
い
う
区
別
を
し
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
同
じ
頃
、
紀
伝
道
を
専
門
と
す
る
菅
原
文
時
は
、
貞
元

二
年
（
九
七
七
）
の
左
大
臣
藤
原
頼
忠
邸
の
歌
会
で
、
真
名
序
を
記
し
て
い
る
。

一
条
朝
（
九
八
六
―
一
〇
一
一
）
に
お
い
て
は
、
藤
原
行
成
、
源
道
済
な
ど
が
、
真

名
序
の
み
を
残
し
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
現
存
の
真
名
序
は
後
一
条
朝
（
一
〇

一
六
―
一
〇
三
六
）
以
後
に
急
速
に
数
を
増
す
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
３
）

。
ま
た
、
真

名
序
を
集
成
し
た
書
で
あ
る
『
扶
桑
古
文
集
』
と
『
本
朝
小
序
集
』
で
は
、
治
暦
年

間
（
一
〇
六
五
―
一
〇
六
九
）
以
降
の
作
品
が
多
数
を
占
め
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て

真
名
序
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
４
）

。

こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
和
歌
序
の
過
渡
期
と
も
い
え
る
時
代
に
、
慶
滋
為
政
が
、
他

の
和
歌
序
の
作
者
と
は
異
な
っ
て
、
真
名
序
と
仮
名
序
の
両
様
の
和
歌
序
を
残
す
こ

と
は
、
極
め
て
珍
し
く
、
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
慶
滋
為
政

慶
滋
為
政
は
、
一
条
朝
か
ら
後
一
条
朝
に
か
け
て
、
藤
原
道
長
と
そ
の
子
頼
通
と

同
じ
時
代
に
、
漢
学
者
、
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
生
前
の
評
価
に
比
し
て
、
為
政

に
つ
い
て
の
研
究
は
乏
し
い
。
専
論
と
し
て
は
、
杉
崎
重
遠
氏
「
善
滋
為
政
朝
臣
」

（
『
勅
撰
集
歌
人
伝
の
研
究

王
朝
篇
・
巻
一
』
東
都
書
籍
、
一
九
四
四
年
）
が
知
ら
れ
る
程

度
で
あ
る
。
氏
は
、
為
政
の
官
歴
を
た
ど
っ
て
、
そ
の
事
蹟
を
整
理
し
、
漢
詩
文
や

和
歌
な
ど
の
作
品
を
収
集
し
て
い
る
。
氏
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
、
以
下
に

ま
と
め
る
。

慶
滋
為
政
は
、
生
歿
年
未
詳
。
加
賀
守
賀
茂
忠
行
の
孫
、
能
登
守
保
章
の
子
。
慶

滋
保
胤
の
甥
。
保
章
の
代
よ
り
、
慶
滋
（
善
滋
）
姓
を
名
乗
る
。
長
徳
四
年
（
九
九
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八
）
、
文
章
生
の
時
、
紀
伝
道
の
最
終
試
験
で
あ
る
方
略
試
に
及
第
。
大
外
記
、
式

部
少
輔
、
大
内
記
な
ど
の
文
筆
に
優
れ
た
者
が
任
じ
ら
れ
る
官
職
を
歴
任
し
、
晩
年

は
文
章
博
士
を
本
官
と
し
た
。
職
掌
と
し
て
詔
書
な
ど
の
漢
文
の
文
書
を
作
成
す
る

他
に
、
宮
中
や
摂
関
家
で
催
さ
れ
る
宴
集
に
召
さ
れ
て
漢
詩
や
詩
序
を
、
仏
事
の
際

に
は
願
文
な
ど
を
制
作
し
た
。
当
代
に
為
政
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
治
安
、

万
寿
、
長
元
と
、
三
度
続
い
て
、
勘
申
し
た
年
号
が
採
用
さ
れ
た
点
に
も
現
れ
て
い

る
。
歌
人
と
し
て
も
、
一
条
朝
の
頃
に
成
立
し
た
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
一
首
入
集
す

る
ほ
か
、
後
一
条
天
皇
大
嘗
会
の
主
基
方
屛
風
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

杉
崎
氏
は
、
為
政
の
真
名
序
が
制
作
さ
れ
た
小
一
条
院
の
遊
覧
に
つ
い
て
は
述
べ

る
も
の
の
、
序
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
真
名
序
を
収
載
す
る

『
扶
桑
古
文
集
』
が
、
一
九
六
八
年
に
翻
刻
し
て
紹
介
さ
れ
る
（
５
）

ま
で
、
一
般
に

知
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
為
政
の
和
歌
序
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
真
名
序

一
篇
と
仮
名
序
一
篇
の
合
わ
せ
て
二
篇
が
伝
存
し
て
い
る
。
為
政
の
序
に
限
ら
ず
、

平
安
朝
の
和
歌
序
の
丁
寧
な
読
解
は
、
な
お
多
く
が
こ
れ
か
ら
の
こ
と
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
一
つ
の
試
み
で
も
あ
る
。
次
章
か
ら
は
、
制
作
さ
れ
た

順
に
、
真
名
序
、
つ
づ
い
て
仮
名
序
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
、
小
一

条

院
の
大
堰
川
遊
覧

こ

い
ち
じ
よ
う
い
ん

（
一
）
小
一
条
院
と
藤
原
道
長

寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
九
月
十
六
日
、
小
一
条
院
が
、
平
安
京
の
西
の
郊
外
を

流
れ
る
大
堰
川
に
遊
び
、
藤
原
道
長
の
桂
の
別
荘
に
立
ち
寄
っ
た
。
遊
覧
の
詳
細
は
、

道
長
の
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
同
日
条
（
６
）

に
詳
し
い
。

十
六
日
、
乙
亥
、
此
日
、
院
、
野

望
給
嵯
峨
野
及
大
堰
河

、
乗

舟
、
上
下

二

一

レ

有

管
絃
事

、
為
政
朝
臣
献

和
歌
題

、
紅
葉
浮

水
、
即
令

為
政
献

序
題

、

二

一

二

一

レ

三

二

一

従

舟
下
、
至

桂
家

給
、
此
晩
景
也
、
皆
乗
馬
、
於

桂
家

講

和
歌

、
経

レ

二

一

二

一

二

一

通
朝
臣
奉

仕
講
師

、〈
略
〉
、
事
了
献

馬
二
疋

、
還

院
給
、
給

余
笙
・
笛

二

一

二

一

レ

二

等

、
給

摂
政
剣

、
各
退
出
、

一

二

一

右
に
よ
る
と
、
小
一
条
院
と
道
長
ら
は
大
堰
川
で
舟
に
乗
り
、
管
絃
を
奏
し
た
。
ま

た
、
慶
滋
為
政
が
和
歌
の
題
「
紅
葉
浮

水
」
を
献
上
し
、
序
題
（
和
歌
序
）
も
為

レ

政
に
奉
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
、
舟
か
ら
下
り
馬
に
乗
っ
て
、

夕
刻
、
道
長
が
「
桂
の
家
」
と
呼
ぶ
別
荘
に
た
ど
り
着
い
た
。
桂
の
家
に
お
い
て
、

和
歌
序
と
和
歌
と
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の
講
師
を
藤
原
経
通
が
つ
と
め
た
。
略
し

た
部
分
に
は
、
食
事
を
供
し
た
様
子
と
随
行
し
た
人
々
の
名
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

道
長
が
院
へ
馬
を
献
上
し
、
院
が
お
帰
り
に
な
り
、
そ
の
後
、
院
か
ら
返
礼
と
し
て

道
長
に
は
笙
や
笛
が
、
摂
政
の
頼
通
に
は
剣
が
贈
ら
れ
た
と
記
さ
れ
る
。
因
み
に
、

為
政
は
、
こ
の
後
、
九
月
二
十
四
日
の
除
目
で
、
文
章
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
推
定

さ
れ
て
い
る
（
７
）

。

大
堰
川
は
、
桂
川
の
部
分
名
で
、
嵯
峨
や
松
尾
辺
り
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
呼

ば
れ
る
。
遊
覧
の
舞
台
と
な
っ
た
大
堰
川
の
周
辺
は
、
小
倉
山
、
嵐
山
な
ど
が
あ
り
、

景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
た
。
平
安
朝
に
お
い
て
は
、
天
皇
や
貴
族
が
し
ば
し
ば
遊
覧

し
、
多
く
の
漢
詩
文
や
和
歌
、
和
文
が
作
ら
れ
て
い
る
。

遊
覧
の
主
賓
で
あ
っ
た
、
小
一
条
院
（
九
九
四
―
一
〇
五
一
）
は
、
敦

明

親
王
（
８
）

。

あ
つ
あ
き
ら

三
条
天
皇
の
第
一
皇
子
。
母
は
、
藤
原
済
時
の
娘
の
皇
后
娍
子
。
長
和
五
年
（
一
〇

一
六
）
、
三
条
天
皇
が
譲
位
し
、
後
一
条
天
皇
が
即
位
す
る
と
同
時
に
、
東
宮
（
皇

太
子
）
と
な
っ
た
。
後
一
条
天
皇
は
、
道
長
の
娘
の
中
宮
彰
子
が
生
ん
だ
一
条
天
皇
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の
皇
子
で
あ
る
。
こ
の
譲
位
に
際
し
て
、
道
長
は
、
東
宮
に
も
、
彰
子
の
生
ん
だ
敦
良

あ
つ
な
が

親
王
を
立
て
よ
う
と
し
た
が
、三
条
天
皇
の
強
い
意
向
で
敦
明
親
王
が
立
て
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
道
長
は
東
宮
に
種
々
の
圧
迫
を
加
え
、
翌
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
八

月
九
日
、
敦
明
親
王
は
東
宮
を
辞
し
た
。
同
月
二
十
五
日
、
親
王
は
、
小
一
条
院
の

院
号
を
授
け
ら
れ
、
準
太
上
天
皇
と
な
っ
た
。
年
官
年
爵
封
戸
な
ど
は
東
宮
の
時
と

同
じ
よ
う
に
遇
さ
れ
た
と
い
う
。

遊
覧
を
主
宰
し
た
、
藤
原
道
長
（
九
六
六
―
一
〇
二
七
）
は
、
後
一
条
天
皇
の
即
位

に
よ
っ
て
摂
政
と
な
っ
た
が
、
寛
仁
元
年
三
月
に
は
、
そ
の
座
を
長
男
の
頼
通
に
譲

っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
に
は
、
太
政
大
臣
と
な
る
が
、
同
二
年
二
月
に
は

太
政
大
臣
を
も
辞
し
、
遊
覧
の
際
に
は
散
位
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
依
然
と
し
て
、
当

代
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。東
宮
を
辞
し
た
小
一
条
院
に
対
し
て
は
、

寛
仁
元
年
十
一
月
に
娘
の
寛
子
（
母
は
源
明
子
、
十
九
歳
）
と
の
結
婚
を
す
す
め
、

こ
の
遊
覧
の
際
に
も
丁
重
に
も
て
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
道
長
に
つ
い
て
、『
御

堂
関
白
記
全
註
釈
』
に
、
「
自
ら
の
権
勢
確
立
の
た
め
踏
み
台
に
し
て
き
た
人
々
を

後
に
は
厚
く
遇
す
る
の
が
道
長
と
い
う
人
間
で
あ
り
、
ま
た
深
慮
遠
謀
の
政
治
家
と

し
て
の
策
で
も
あ
っ
た
（
９
）

」
と
評
す
る
の
が
、
当
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
慶
滋
為
政
の
真
名
序

為
政
の
和
歌
序
は
、
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
の
奥
書
を
有
し
、
鎌
倉
時
代
初
期

の
書
写
と
さ
れ
る
『
扶
桑
古
文
集
』
に
収
載
さ
れ
る
（
１
０
）

。
句
ご
と
に
１
か
ら
７
の

通
し
番
号
を
附
す
。
ま
ず
翻
刻
を
示
す
が
、
漢
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
、
傍
訓
は

元
の
ま
ま
掲
げ
、
私
に
句
読
点
と
返
り
点
を
加
え
た
。「
○
」
は
平
声
、「
●
」
は
仄

声
を
示
す
。
続
く
訓
読
文
は
私
に
作
成
し
、
上
部
の
傍
訓
に
は
必
ず
し
も
従
わ
な
か

っ
た
。
序
の
標
題
の
上
に
は
、「
小
一
条
院
」
と
小
字
の
注
記
が
あ
る
。

〈
標
題
〉
秋
日
、
臨

大
井
河

紅
葉
泛

水
、
応

令
歌
一
首
〔
幷

序
〕

為
政

二

一

レ

レ

レ

秋
日
、
大
井
河
に
臨
み
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
、
令
に
応
ふ
る
歌
一

こ
た

首
〔
序
を
幷
せ
た
り
〕

兼
秋
九
月
者
、
風
景
可

賞
、
物
華
可
翫
之
候
也
。

●

●

レ

1
是
以
仙
院
、
暫
出

蓬
丘
之
暁
雲

、
忽
臨

桂
河
之
秋
浪

。

キ
ウ

○

ノ

●

二

一

二

一

2
備

其
歓
遊

者
、
前
太
相
国
幷
摂
籙
内
相
府
也
。

二

一

3
此
外
群
卿
仙
客
済
々
而
扈
従
矣
。

始
則
艤

舴

艋

而
泝

迅
瀬

、
糸
竹

緩

調

、

サ
ク
マ
ウ
ヲ

●

ユ
ル
ク

フ
●

二

一

二

一

4
後
亦

拯

驊

騮

而
望

寒

郊

、

冠

蓋
相

従

。

ク
チ
ト
テ

ク
ワ
リ
ウ
ニ

カ
ウ
○

ク
ワ
ン
カ
イ
ア
ヒ

フ
○

二

一

二

一

便
過

相
国
之
別
業

、
不

亦

美

哉
。

マ
タ
ヒ
ナ
ラ

二

一

二

一

5
彼
水
底
之
無

繊
塵

、
碧
瑠
璃
之
光

瑩

出

、

テ
イ

○

ヘ
キ

ル

リ

ミ
カ
キ

セ
リ
●

二

一

6
嶺
面
之
経

寒
雨

、
紅
錦
繍
之
色
染

成

。

●

セ
リ
○

二

一

故
以

紅
葉
泛

水
為

題
、

二

一
レ

レ

7
便
各
献

和
歌

。
其
詞
云
、

二

一

（
訓
読
文
）

兼
秋
九
月
は
、
風
景
賞
す
べ
き
、
物
華
翫
ぶ
べ
き
候
な
り
。

1
是
を
以
て
仙
院
、
暫
く
蓬
丘
の
暁
雲
を
出
で
、

忽

ち
桂
河
の
秋
浪
に
臨
む
。

た
ち
ま

2
其
の
歓
遊
に
備
ふ
る
者
、
前
太
相
国
幷
び
に
摂
籙
内
相
府
な
り
。

せ
つ
ろ
く

3
此
の
外
群
卿
仙
客
済
々
と
し
て
扈
従
せ
り
。

始
め
則
ち
舴
艋
を

艤

し
て
迅
瀬
を

泝

り
、
糸
竹
緩
く
調
ぶ
、

さ
く
ま
う

ふ
な
よ
そ
ひ

じ
ん
ら
い

さ
か
の
ぼ

4
後
に
亦
た
驊
騮
に

拯

て
寒
郊
を
望
み
、

冠

蓋
相
ひ
従
ふ
。

く
わ
り
う

く
ち
と
り

く
わ
ん
が
い

便
ち
相
国
の
別
業
に
過
ぎ
る
、
亦
た
美
な
ら
ず
や
。

よ

5
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彼
の
水
底
の
繊
塵
無
く
、
碧
瑠
璃
の
光
瑩
き
出
せ
り
、

せ
ん
ぢ
ん

み
が

6
嶺
面
の
寒
雨
を
経
て
、
紅
錦
繍
の
色
染
め
成
せ
り
。

故
に
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
を
以
て
題
と
為
し
、

う

7
便
ち
各
和
歌
を
献
ず
。
其
の
詞
に
云
は
く
、

大
意
を
記
す
。〈
標
題
〉
秋
日
、
大
井
河
に
行
っ
て
、「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
の
題

で
、
仰
せ
に
こ
た
え
て
詠
ん
だ
歌
一
首
、
並
び
に
序
。

秋
三
箇
月
の
う
ち
九
月
は
、

1

風
景
を
褒
め
た
た
え
て
、
風
物
の
美
し
さ
を
愛
で
る
時
期
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に

2

仙
院
（
小
一
条
院
）
は
、
少
し
の
間
、
御
所
の

暁

の
雲
を
お
出
ま
し
に
な
り
、
す

あ
か
つ
き

ぐ
に
秋
の
浪
た
つ
桂
河
に
到
着
さ
れ
た
。

そ
の
楽
し
い
御
遊
を
と
と
の
え
た
の
は
、

3

先
の
太
政
大
臣
（
道
長
）
と
摂
政
内
大
臣
（
頼
通
）
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
諸
卿

や
殿
上
人
が
多
く
随
行
し
た
。

は
じ
め
は
小
舟
を
出
す
準
備
を
し
て
流
れ
の
速
い

4

瀬
を
さ
か
の
ぼ
り
、
管
絃
を
ゆ
る
や
か
に
奏
で
、
続
い
て
ま
た
良
馬
に
乗
っ
て
も
の

寂
し
い
野
原
を
な
が
め
、
大
勢
が
付
き
従
っ
た
。

ま
も
な
く
太
政
大
臣
の
別
荘
に

5

立
ち
寄
ら
れ
た
の
も
、
誠
に
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

か
の
水
底
は
わ
ず
か
な
塵

6

も
無
く
、
あ
お
あ
お
と
し
た
光
を
み
が
き
出
し
、
峰
は
冷
た
い
雨
を
経
て
、

紅

の

く
れ
な
い

錦
繍
の
色
を
染
め
成
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
を
も
っ
て
題

7

と
し
て
、
す
ぐ
さ
ま
お
の
お
の
に
和
歌
を
詠
ま
せ
た
、
そ
の
和
歌
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

標
題
の
「
応
令
」
は
、
仰
せ
に
こ
た
え
る
、
ご
命
令
に
応
じ
て
和
歌
を
詠
む
の
意
。

太
上
天
皇
の
宴
集
に
お
け
る
序
の
標
題
は
、
通
常
は
「
応

太
上
天
皇
製

」（
菅
家

二

一

文
草
・
巻
六

）
、
「
応

太
上
皇
製

」（
菅
家
文
草
・
巻
六

）
な
ど
と
す
る
。「
応

二

一

443

449

令
」
を
用
い
る
の
は
、
皇
太
子
の
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
敦
明
親
王
の
読
書
初
め

に
お
い
て
、
大
江
匡
衡
が
書
い
た
詩
序
の
標
題
に
は
「
冬
日
、
陪

東
宮

、
聴

第

二

一

三

一
皇
孫
初
読

御
注
孝
経

、
応

令
」（
本
朝
文
粋
・
巻
九

）
と
あ
る
。
こ
の
場
合

二

一

レ

258

は
、
敦
明
親
王
の
父
、
東
宮
居
貞
親
王
（
三
条
天
皇
）
の
ご
命
令
に
応
じ
て
と
い
う
。

お
き
さ
だ

先
述
の
と
お
り
、
小
一
条
院
は
、
前
年
に
、
東
宮
を
辞
し
、
院
号
を
授
け
ら
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。
標
題
の
「
応
令
」
に
は
、
小
一
条
院
の
置
か
れ
た
境
遇
が
窺
わ

れ
る
。

（
三
）
為
政
の
序
の
語
釈

「
兼
秋
」
は
秋
三
箇
月
の
意
。「
物
華
可

翫
」
は
、
風
物
の
輝
く
さ
ま
や
美
し

レ

1
さ
を
愛
で
る
こ
と
。
白
居
易
「
送

滕
庶
子
致
仕
帰

婺
州

」
（
白
氏
文
集2752

）

三

二

一

に
、
「
春
風
秋
月
歌
酒
を
携
へ
、
八
十
年
来
物
華
を
翫
ぶ
（
春
風
秋
月
携
歌
酒
、
八

十
年
来
翫
物
華
）
」
と
、
高
齢
の
滕
庶
子
が
春
風
、
秋
月
を
歌
や
酒
と
共
に
楽
し
み
、

八
十
年
来
、
そ
の
気
色
を
愛
で
て
き
た
と
あ
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。

「
仙
院
」

2

は
、
一
般
に
は
上
皇
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
小
一
条
院
を
さ
す
。
「
蓬
丘
」
は
、
蓬

山
、
蓬
壺
と
同
じ
く
、
蓬
萊
山
を
い
う
。
こ
こ
で
は
院
の
御
所
を
蓬
莱
山
に
見
立
て

る
。
菅
原
輔
昭
の
詩
序
「
春
日
、
同
賦

隔

花
遙
勧

酒
、
応

太
上
皇
製

」
（
本

二

レ

一
レ

二

一

朝
文
粋
・
巻
十

）
に
、「
蓬
壺
の
雲
を
踏
む
こ
と
十
日
、
夜
飲
既
に

酣

な
り
（
踏

た
け
な
は

298

於
蓬
壺
之
雲
十
日
、
夜
飲
既
酣
）
」
と
、
上
皇
の
御
所
を
蓬
壺
と
い
う
例
が
あ
る
。「
仙

客
」
は
、
仙
人
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
公
卿
や
殿
上
人
を
そ
れ
に
擬
す
。
『
田
氏
家

集
』（
巻
上
）
の
「
聴

左
将
軍
弾

琴
」（

）
で
は
、「
紫
微
の
仙
客
雲
空
に
住
む
、

し

び

う
ん
く
う

二

一
レ

25

壁
を
隔
て
て
琴
を
鳴
ら
す
半
夜
の
風
（
紫
微
仙
客
住
雲
空
、
隔
壁
鳴
琴
半
夜
風
）
」

と
、
内
裏
（
紫
微
）
で
琴
を
弾
じ
る
左
将
軍
と
同
室
の
人
々
を
仙
人
に
擬
し
て
用
い

る
。「
済
々
」
は
、
人
の
多
い
さ
ま
。

は
、
『
御
堂
関
白
記
』
に
「
従

舟
下
、
至

桂
家

給
、
此
晩
景
也
、
皆
乗
馬
」

レ

二

一

4
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と
い
う
こ
と
に
照
応
す
る
。「
舴
艋
」
は
、
小
舟
の
こ
と
。「
驊
騮
」
は
、
良
馬
の
名
。

「
冠
蓋
」
は
、
冠
と
車
の
覆
い
。
こ
こ
は
、
遊
覧
に
随
行
し
た
人
々
を
い
う
。

「
別

5

業
」
は
、
別
荘
。
「
不
亦
美
哉
」
は
、
『
後
漢
書
』
（
朱
楽
何
列
伝
第
三
十
二
）
の
朱

穆
「
崇
厚
論
」
に
「
故
に
能
く
英
声
を
百
世
に
振
ひ
、
不
滅
の
遺
風
を
播
く
、
亦
た

し

美
な
ら
ず
や
（
故
能
振
英
声
於
百
世
、
播
不
滅
之
遺
風
、
不
亦
美
哉
）
」
と
、（
人
の

過
失
を
補
い
助
け
た
た
め
に
）
よ
い
評
判
を
百
代
の
後
ま
で
伝
え
、
永
久
に
名
誉
を

残
し
た
こ
と
は
、
誠
に
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
い
う
例
が
あ
る
。
小
一
条
院
が

道
長
の
別
荘
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
、
過
分
と
も
思
え
る
表
現
で
誉
め
称
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。

序

に
は
、
歌
題
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
に
関
わ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
「
碧
瑠

う

6

璃
」
は
、
碧
色
の
瑠
璃
の
よ
う
に
水
の
青
々
と
し
て
清
ら
か
な
さ
ま
を
い
う
。
白
居

易
「
泛

太
湖

書

事
寄

微
之

」（2443

）
の
「

黄

夾
纈
の
林
は
寒
く
し
て
葉
有

く
わ
う
け
ふ
け
つ

二

一

レ

二

一

り
、
碧
琉
璃
の
水
は
浄
く
し
て
風
無
し
（
黄
夾
纈
林
寒
有
葉
、
碧
琉
璃
水
浄
無
風
）
」

き
よ

は
、
黄
色
の
絞
り
染
め
の
よ
う
な
林
は
寒
い
中
に
あ
っ
て
も
未
だ
葉
が
有
り
、
碧
色

の
瑠
璃
の
よ
う
な
水
は
清
ら
か
で
水
面
を
波
立
た
せ
る
風
も
無
い
と
、
為
政
の
序
と

同
じ
く
、
紅
葉
し
た
葉
と
碧
瑠
璃
の
よ
う
な
水
と
を
対
に
す
る
例
で
あ
る
。
「
彼
水

底
之
無

繊
塵

」
は
、
宇
多
上
皇
の
行
幸
で
制
作
さ
れ
た
紀
貫
之
「
大
堰
川
行
幸
和

二

一

歌
序
」
の
「
な
が
る
る
水
ぞ
、
そ
こ
に
に
ご
れ
る
塵
な
く
て
（
１
１
）

」
の
部
分
を
典
故

ゝ

と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
嶺
面
」
は
、
山
の
見
え
て
い
る
側
。「
嶺
背
」
の
反
対
。

長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
の
為
政
の
詩
句
に
「
潭
心
に
月
映
え
て
金
波

漲

る
、
嶺
面

た
ん
し
ん

み
な
ぎ

に
雲
開
い
て
翠
黛
繊
し
（
潭
心
月
映
金
波
漲
、
嶺
面
雲
開
翠
黛
繊
）
」
（
「
晴
後
山
川

す
い
た
い
ほ
そ

清
」
『
類
聚
句
題
抄
』

）
と
、
潭
心
す
な
わ
ち
川
の
淵
の
中
心
と
対
に
し
て
用
い

340

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
序

で
は
、
歌
題
と
は
異
な
り
、
水
に
泛
か
ぶ
紅
葉
で
は
な
く
、

6

峰
の
紅
葉
を
描
い
て
い
る
。
な
お
、
紅
葉
を
錦
に
譬
え
る
和
歌
は
、
萬
葉
集
以
来
例

が
あ
り
、
平
安
朝
で
も
「
霜
の
た
て
露
の
ぬ
き
こ
そ
よ
わ
か
ら
し
山
の
錦
の
織
れ
ば

か
つ
散
る
」
（
古
今
集
・
巻
五
秋
下

・
題
し
ら
ず
・
藤
原
関
雄
）
な
ど
と
数
多
く

291

詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雨
が
紅
葉
を
染
め
る
表
現
も
「
君
が
さ
す
み
か
さ
の
山
の

も
み
ぢ
葉
の
色
神
無
月
し
ぐ
れ
の
雨
の
染
め
る
な
り
け
り
」
（
古
今
集
・
巻
十
九
雑

ば

体
・
旋
頭
歌1010

・
題
し
ら
ず
・
紀
貫
之
）
と
和
歌
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
為
政
の
序
は
、
平
安
朝
で
た
い
へ
ん
好
ま
れ
た
白
居
易
の
詩
句

に
見
ら
れ
る
表
現
を
多
く
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
難
解
な
語
は
少
な
く
、
先
行
す
る

和
歌
序
や
和
歌
の
表
現
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
遊
覧
に
参
加
し
た
人
々
に
は
、
目
新

し
さ
は
な
い
も
の
の
、分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
作
品
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
行
幸
の
主
賓
で
あ
る
小
一
条
院
の
立
場
を
考
慮
し
て
、「
仙
院
」
や
「
蓬
丘
」

と
い
っ
た
上
皇
を
表
現
す
る
用
語
や
、
宇
多
上
皇
の
元
で
作
ら
れ
た
貫
之
の
序
を
典

故
と
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
標
題
は
「
応
令
」
と
し
て
、
序

に
主
宰

3

者
道
長
、
頼
通
を
登
場
さ
せ
、
序

で
道
長
の
別
荘
を
讃
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主

5

宰
者
へ
の
心
遣
い
も
怠
っ
て
は
い
な
い
。
為
政
の
序
は
、
小
品
な
が
ら
遊
覧
の
一
日

の
出
来
事
を
緻
密
に
ま
と
め
て
、
表
現
の
細
部
に
ま
で
気
配
り
の
行
き
届
い
た
序
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
四
）
同
日
の
和
歌

小
一
条
院
の
大
堰
川
遊
覧
に
随
行
し
た
人
々
は
、
『
御
堂
関
白
記
』
の
先
の
引
用

で
省
略
し
た
箇
所
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

候
人
々
摂
政
、
中
宮
大
夫
、
按
察
大
納
言
、
四
条
大
納
言
、
左
大
将
、
左
衛
門

督
、
中
宮
権
大
夫
、
右
衛
門
督
、
二
位
宰
相
、
左
大
弁
、
修
理
大
夫
、
右
大
弁
、
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侍
従
宰
相
等
、

順
に
、
藤
原
頼
通
、
同
道
綱
、
同
斉
信
、
同
公
任
、
同
教
通
、
同
頼
宗
、
源
経
房
、

藤
原
実
成
、
同
兼
隆
、
源
道
方
、
藤
原
通
任
、
同
朝
経
、
同
資
平
と
推
定
さ
れ
て
い

る
（
１
２
）

。
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
の
題
で
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ

る
和
歌
は
、
管
見
で
は
、
三
首
、
残
っ
て
い
る
。

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
巻
二
十
雑
六
・
誹
諧
歌
）
に
は
、
左
衛
門
督
藤
原
頼
宗
の

和
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
頼
宗
は
、
前
年
に
院
と
結
婚
し
た
寛
子
の
同
母
の
兄
で
、

道
長
の
次
男
で
あ
る
。

小
一
条
院
、
入
道
前
太
政
大
臣
の
桂
な
る
と
こ
ろ
に
て
歌
よ
ま
せ
た
ま
ひ

け
る
に
紅
葉
を
よ
み
侍
け
る

堀
川
右
大
臣

1206

も
み
ぢ
葉
は
錦
と
見
ゆ
と
聞
き
し
か
ど
目
も
あ
や
に
こ
そ
今
日
は
散
り
ぬ
れ

ば

一
首
は
、
紅
葉
は
錦
の
よ
う
に
見
え
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
錦
で
は
な
く
て
綾
と
見

ま
ご
う
ほ
ど
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
今
日
は
散
っ
て
い
る
よ
、
と
い
う
意
で
あ
る
。

頼
宗
の
家
集
『
入
道
右
大
臣
集
』（
新
編
私
家
集
大
成
「
頼
宗
」・
底
本
は
尊
経
閣
文

庫
蔵
本
）
の
詞
書
は
「
小
一
条
院
、
故
殿
、
か
つ
ら

に

と
の
に
ゐ
て
た
て
ま
つ
り

（
マ
マ
）

た
ま
へ
り
し
に
、
紅
葉
」
と
あ
る
。「
故
殿
」
は
道
長
、
衍
字
が
あ
る
箇
所
は
「
桂

殿

か
つ
ら
ど
の

に
ゐ
て
」
か
。
人
物
と
場
所
と
は
、
序
が
書
か
れ
た
遊
覧
と
一
致
し
て
い
る
。
後
拾

遺
集
、
家
集
が
共
に
、
「
紅
葉
」
と
の
み
あ
る
点
が
気
が
か
り
で
は
あ
る
（
１
３
）

。
し

か
し
、
題
の
「
水
に
泛
か
ぶ
」
と
い
う
部
分
の
要
素
は
、
「
あ
や
」
に
詠
み
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
「
水
の
あ
や
に
紅
葉
の
錦
か
さ
ね
つ
つ
河
瀬
に

浪
の
た
た
ぬ
日
ぞ
な
き
」
（
拾
遺
集
・
巻
三
秋

・
大
井
河
に
紅
葉
の
流
る
る
を
見

197

て
・
健
守
法
師
）
と
い
う
歌
が
あ
り
、
頼
宗
の
歌
も
、
水
に
う
か
ぶ
紅
葉
を
錦
か
綾

織
物
の
よ
う
に
詠
う
点
が
眼
目
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
為
政
の
序

に
も
「
紅
錦

6

繍
」
の
語
が
見
え
、
頼
宗
の
歌
は
、
こ
の
遊
覧
の
際
の
歌
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

鎌
倉
中
期
の
私
撰
集
『
万
代
和
歌
集
』（
巻
五
秋
下
）
に
、
按
察
大
納
言
藤
原
斉
信

た
だ
の
ぶ

の
一
首
が
見
え
る
。

小
一
条
院
大
井
河
に
お
は
し
ま
し
て
侍
り
け
る
時
、
紅
葉
浮
水
と
い
ふ
こ

と
を

民
部
卿
斉
信

1251

秋
深
く
な
り
ゆ
く
時
は
大
堰
川
波
の
花
さ
へ
紅
葉
し
に
け
り

あ
き
ふ
か

と
き

お
ほ

ゐ

が
は
な
み

は
な

も

み

ぢ

な
お
、
斉
信
が
民
部
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
遊
覧
の
後
、
万
寿
五
年
（
一
〇
二
八
）

の
こ
と
で
あ
る
。
一
首
は
、
秋
が
深
く
な
っ
て
ゆ
く
時
は
、
大
堰
川
の
波
の
花
ま
で

も
紅
く
色
づ
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
、
と
詠
う
。
右
の
歌
は
、『
新
拾
遺
和
歌
集
』（
巻

五
秋
下

）
に
も
入
集
す
る
。
斉
信
の
歌
は
、
「
草
も
木
も
色
か
は
れ
ど
も
わ
た
つ

542

う
み
の
浪
の
花
に
ぞ
秋
な
か
り
け
る
」
（
古
今
集
・
巻
五
秋
下

・
是
貞
親
王
家
の

250

歌
合
の
歌
・
文
屋
康
秀
）
と
、
秋
に
な
っ
て
も
波
の
白
い
花
は
色
が
変
わ
ら
な
い
と

詠
う
歌
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
斉
信
が
、
康
秀
の
歌
と
逆
に
、
そ
の
波
の
花
で
さ
え
も

色
づ
く
と
詠
う
に
際
し
て
は
、
「
木
の
葉
ち
る
浦
に
浪
た
つ
秋
な
れ
ば
紅
葉
に
花
も

こ

は

も

み

ぢ

咲
き
ま
が
ひ
け
り
」
（
後
撰
集
・
巻
七
秋
下

・
題
し
ら
ず
・
藤
原
興
風
）
と
、
紅

418

葉
が
散
る
浦
で
は
波
の
花
も
紅
葉
に
見
間
違
う
ば
か
り
に
咲
い
て
い
る
と
い
う
歌
を

念
頭
に
お
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
首
は
、
真
観
撰
と
さ
れ
る
『
秋
風
和
歌
集
』
（
巻
六
秋
下
）
に
見
え
る
。

小
一
条
院
大
井
河
に
お
は
し
ま
し
て
、
紅
葉
浮
水
と
い
ふ
こ
と
を
人
人
よ

み
は
べ
り
け
る
に

治
部
卿
経
通

つ
ね
み
ち

流
れ
く
る
紅
葉
を
見
れ
ば
大
井
河
秋
こ
そ
深
く
成
り
に
け
ら
し
も

な
が

も

み

ぢ

ふ
か

431
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流
れ
て
く
る
紅
葉
を
見
る
と
大
堰
川
も
秋
が
深
く
な
っ
た
こ
と
だ
な
あ
、
と
詠
う
。

題
を
平
易
に
詠
む
。
作
者
の
藤
原
経
通
は
、
先
の
『
御
堂
関
白
記
』
に
よ
る
と
、
和

歌
を
朗
詠
す
る
講
師
を
つ
と
め
て
い
る
。
右
の
歌
は
、『
別
本
和
漢
兼
作
集
』（

）
40

に
も
収
め
ら
れ
る
。
斉
信
の
歌
と
は
、
「
秋
深
し
」
と
詠
う
点
が
共
通
す
る
。

以
上
、
三
首
を
見
る
と
、
題
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
を
、
遊
覧
で
目
に
し
た
景
色

と
捉
え
て
、
和
歌
に
詠
む
点
が
共
通
し
て
い
る
。
頼
宗
の
和
歌
は
「
今
日
」
と
あ
っ

て
、
遊
覧
の
日
だ
か
ら
こ
そ
と
い
う
祝
意
も
詠
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

為
政
の
序
の
よ
う
に
、
小
一
条
院
や
道
長
に
対
し
て
特
別
に
配
慮
し
た
表
現
は
見
ら

れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

三
、
高
陽
院
行
幸
の
後
宴
の
和
歌
序

か

や
の
い
ん

（
一
）
高
陽
院
行
幸

続
い
て
、
為
政
の
作
っ
た
仮
名
序
を
見
て
ゆ
く
。
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
九
月
、

関
白
藤
原
頼
通
が
、
邸
宅
の
高
陽
院
に
お
い
て
駒

競

を
行
い
、
後
一
条
天
皇
の
行

こ
ま
く
ら
べ

幸
が
あ
っ
た
。
そ
の
有
様
は
、『
栄
花
物
語
』（
巻
二
十
三
）「
駒

競

の
行
幸
の
巻
」

こ
ま
く
ら
べ

ま
き

や
『
小
右
記
』
な
ど
に
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
ま
ず
、
同
月
十
四
日
、
天
皇
の
母
で
、

頼
通
の
姉
で
あ
る
太
皇
太
后
藤
原
彰
子
が
高
陽
院
に
行
啓
し
た
。
十
九
日
の
駒
競
当

日
に
は
、
巳
の
刻
（
午
前
十
時
頃
）
に
天
皇
が
高
陽
院
に
行
幸
し
、
続
い
て
東
宮
（
皇

太
弟
の
敦
良
親
王
）
も
到
着
し
た
。
『
栄
花
物
語
』
に
よ
る
と
、
出
家
し
て
い
た
藤

原
道
長
は
、
馬
場
殿
と
さ
れ
た
東
の
対
の
北
寄
り
の
文
殿
に
居
て
、
僧
を
多
く
従
え

て
い
た
と
い
う
。
競
馬
は
十
番
勝
負
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
饗
宴
や
管
絃
な
ど
の
催

し
が
済
ん
で
天
皇
が
内
裏
に
戻
っ
た
の
は
、
『
小
右
記
』
に
よ
れ
ば
、
丑
一
刻
か
子

の
終
わ
り
（
午
前
一
時
頃
）
で
あ
っ
た
。

（
二
）
慶
滋
為
政
の
仮
名
序

翌
日
二
十
日
に
は
、
さ
ら
に
後
宴
が
催
さ
れ
た
。
頼
通
が
彰
子
の
元
に
参
上
し
、

催
し
を
書
き
留
め
な
け
れ
ば
残
念
だ
と
い
う
こ
と
で
、
慶
滋
為
政
が
召
さ
れ
た
様
子

が
、『
栄
花
物
語
』
に
描
か
れ
て
い
る
（
１
４
）

。

夜
更
く
る
ま
ま
に
、
月
お
も
し
ろ
く
曇
り
な
く
て
照
り
わ
た
り
た
る
に
、「
昨
日

ふ

ゝ

を

ゝ
も

ゝ

き

の

ふ

（
の
）
事
、
た
だ
心
地
に
の
み
思
ひ
て
、
書
き
留
め
ず
は
、
口
惜
し
か
る
べ
し
。

ゝ

ち

お
も

か

と
ゞ

く
ち

を

為
政
ば
か
り
ぞ
仕
ま
つ
ら
ん
」
と
、
殿
仰
せ
た
び
て
、
御
前
に
召
し
出
で
て
書

た
め
ま
さ

つ
か

お
ほ

ま
へ

め

い

ゝ

か

か
せ
給
へ
ば
、
書
き
仕
ま
つ
れ
り
。

か

つ
か

こ
の
時
に
、
為
政
が
書
い
た
仮
名
序
と
和
歌
、
頼
通
以
下
十
六
人
の
各
一
首
ず
つ
の

和
歌
は
、
『
栄
花
物
語
』
お
よ
び
歌
会
資
料
「
殿
宴
和
歌
」
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
仮
名
序
を
集
成
し
た
書
に
、
序
の
み
が
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
三
原

ま
き
は
氏
は
、
こ
れ
ら
の
『
栄
花
物
語
』
、
歌
会
資
料
、
仮
名
序
を
集
成
し
た
書
の

三
系
統
の
伝
本
を
整
理
し
、
こ
の
序
を
検
討
す
る
際
は
三
系
統
の
本
文
を
比
較
す
べ

き
と
述
べ
て
い
る
（
１
５
）

。
こ
こ
で
は
、
氏
の
指
摘
に
基
づ
き
、
「
殿
宴
和
歌
」
の
本

文
を
底
本
と
し
、
残
る
二
系
統
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
伝
本
で
校
訂
し
た
本
文
を
示

す
（
１
６
）

。
内
容
か
ら
①
～
③
段
に
分
け
、
対
句
に
類
す
る
文
ご
と
に
区
切
っ
て

～
1

の
番
号
を
附
す
。

13〈
標
題
〉
高
陽
院
殿
に
て
、「
岸
の
菊
久
し
く
薫
ふ
」
と
い
へ
る

和

歌
の
序

為
政

き
し

き
く
ひ
さ

に
ほ

や
ま
と
う
た

①
大
中
宮
、

お
ほ

1
天

下
に
三
笠
山
と
い
た
だ
か
れ
給
（
ひ
）
、

あ
め
の
し
た

み

か
さ
や
ま

ゝ
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日
本
の

帚

木
と
立
ち
栄
え
お
は
し
ま
し
、

ひ
の
も
と

は
ゝ
き

ゞ

た

さ
か

へ

行
く
末
も
頼
も
し
き
事
、
大
原
の
千
年
の
松
風
の
声
吹
（
き
）
た
つ
、

ゆ

す
ゑ

た
の

お
ほ
は
ら

か
ぜ

こ
ゑ

2
朝
夕
に

喜

ば
し
き
事
、

有

栖
川
一
た
び
澄
め
る
水
の
色
の
ど
け
き
世
に
し
、

よ
ろ
こ

＊
あ
り

す

が
は
ひ
と

す

＊

お
ぼ
え
し
て

政

を
つ
み
、
お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
、
左

大

臣

、

ま
つ
り
ご
と

を

の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み

3
妹
背
の
山
を
へ
だ
て
ぬ
御
仲
ら
ひ
な
り
、

い
も

せ

や
ま

な
か

②
こ
こ
に
百
敷
の
東
い
く
ば
く
も
去
ら
ざ
る
ほ
ど
に
、

古

よ
り
優
れ
た
る

所

に
、

ゝ

も
ゝ
し
き

さ

い
に
し
へ

す
ぐ

と
こ
ろ

4
新

し
く
花
の

甍

を
造
り
つ
づ
け
、
玉
の

台

を
磨
き
な
し
て
、

あ
た
ら

い
ら
か

つ
く

ゝ

た
ま

う
て
な

み
が

5
由
あ
る
草
木
を
堀
り
植
ゑ
、
角
あ
る

巌

石
を
立
て
並
べ
て
、

よ
し

ほ

う

へ

か
ど

＊
い
は
ほ
い
し

た

な

万
代
を
呼
ば
ふ
べ
き
山
を
畳
み
、
四
方
の
海
を

心

に
任
せ
給
へ
る
、

よ

や
ま

た
ゝ

よ

も

う
み

こ
ゝ
ろ

ま
か

た
ま

6
池
の
水
を
も
御
覧
ぜ
さ
せ
給
は
ん
と
、

ら
ん

た
ま

中
宮
、
長
月
の

十

日
四
日
、
あ
か
ら
さ
ま
に
渡
ら
せ
給
ふ
ゆ
ゑ
に
、

な
が
つ
き

＊
と
う

か

よ

か

＊

わ
た

た
ま

＊

7
わ
が
天
皇
も
行
幸
せ
さ
せ
給
へ
る
、

す
べ
ら
ぎ

み

ゆ

き

た
ま

ひ
ね
も
す
に
御
遊
び
せ
さ
せ
給
ひ
て
、
明
く
る
今
日
は

心

の
ど
か
に
、

あ
そ

た
ま

あ

け

ふ

こ
ゝ
ろ

8
秋
の
空
も
曇
り
な
く
、
夜
半
の
月
か
げ
も
隈
な
く
て
、

あ
き

そ
ら

く
も

く
ま

9
御
前
に
あ
ま
た
の
上
達
部
、
雲
の
上
人
ま
ゐ
り
集
ひ
た
び
て
、

ま
へ

う
へ

い

つ
ど

「
岸
の
菊
久
し
く
薫
ふ
」
と
い
ふ
事
を
題
に
て
、
和

歌
を

奉

ら
し
め
給
（
ふ
）
、

き
し

き
く
ひ
さ

に
ほ

だ
い

や
ま
と
う
た

た
て
ま
つ

10③
今
日
の
有
様
を
記
さ
ん
、
為
政
な
め
り
と
仰
せ
言
あ
り
け
り
、

け

ふ

あ
り
さ
ま

し
る

た
め
ま
さ

お
ほ

事

11
詞

の

林

も
老
木
に
な
り
て
、
花
の
思
ひ
を
忘
れ
に
た
り
、

こ
と
ば

は
や
し

お
も

わ
す

12
言

の

泉

も
浅
く
な
り
ゆ
く
に
、
人
並
な
ら
ぬ
水
屑
を
哀
に
き
こ
し
め
し
て
、

＊
こ
と
ば

い
づ
み

あ
さ

な
み

み

く
づ

あ
ら
た
ま
の
年
立
ち
返
ら
ん
春
の

県

召
に
漏
ら
さ
れ
ず
、

と
し

た

か
へ

は
る

あ
が
た
め
し

も

13
数

へ
さ
せ
給
へ
と
、
爾
申
す

か
ず
ま

た
ま

し
か
ま
う

〈
和
歌
〉

緑

な
る
松
の

齢

を

争

ふ
は

汀

に
薫
ふ
白
菊
の
花

み
ど
り

ま
つ

よ
は
ひ

あ
ら
そ

み
ぎ
は

ゝ
ほ

し
ら
ぎ
く

序
の
内
容
は
、
①
で
、
後
宴
の
主
賓
で
あ
る
彰
子
と
主
宰
者
で
あ
る
頼
通
と
を
誉

め
称
え
、
二
人
が
姉
と
弟
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
②
で
は
、
高
陽
院
の
有
様
を

述
べ
、
後
宴
に
至
る
経
緯
を
記
す
。
す
な
わ
ち
、
彰
子
に
引
き
続
き
、
昨
日
は
天
皇

が
行
幸
さ
れ
て
終
日
催
し
が
あ
り
、そ
の
翌
日
で
あ
る
今
日
も
公
卿
た
ち
が
集
い
「
岸き

し

の
菊
久
し
く
薫
ふ
」
と
い
う
題
で
、
和
歌
を
詠
ま
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
③
で
は
、
為

き
く
ひ
さ

に
ほ

政
の
謙
遜
と
国
司
へ
の
任
官
を
請
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
序
が
結
ば
れ
て
い
る
。
行
幸

当
時
、
為
政
の
官
職
は
、
文
章
博
士
の
み
で
兼
官
は
無
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、

①
「
世
に
し
、
お
ぼ
え
し
て
」
の
前
後
は
意
味
が
取
り
に
く
い
が
、
三
系
統
で
本
文

が
大
き
く
異
な
る
（
１
７
）

た
め
、「
殿
宴
和
歌
」
の
ま
ま
示
し
た
。
ま
た
、「
殿
宴
和
歌
」

に
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
藤
原
定
家
が
書
写
し
た
際
の
元
奥
書
「
…
…
殿

宴
和
歌
幷
序
波
、
文

生

博
士
名
誉
之
筆
跡
之
序
也
、
今
日
半
日
依
有
暇
之
、
為
後

（
章
）

代
令
書
写
之
了
」
が
あ
る
。
定
家
は
、
為
政
の
序
を
名
高
い
書
き
ぶ
り
の
序
で
あ
る

と
評
価
し
、
後
世
に
伝
え
る
べ
き
作
品
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

序
に
続
い
て
詠
ま
れ
る
和
歌
は
、
序

に
見
え
る
長
寿
を
表
す
松
と
、
題
の
菊
と

2

を
合
わ
せ
て
、
常
緑
の
松
と
千
年
も
の
永
遠
の
寿
命
を
競
う
の
は
、
池
の
汀
に
美
し

く
咲
き
ほ
こ
る
白
菊
の
花
で
あ
る
と
詠
う
。
序
①
と
照
合
す
る
と
、
松
を
頼
通
に
、

菊
を
彰
子
に
擬
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
仮
名
序
の
文
体
・
表
現

為
政
の
仮
名
序
の
文
体
は
、
紀
貫
之
の
創
始
し
た
文
体
を
継
承
し
て
い
る
。
貫
之

の
文
体
に
つ
い
て
は
、
小
沢
正
夫
氏
（
１
８
）

が
、
次
の
四
点
の
特
色
を
指
摘
す
る
。
第
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一
は
「
長
歌
の
手
法
を
学
ん
で
い
る
」
。
第
二
は
「
序
詞
・
枕
詞
・
懸
け
詞
を
和
歌

の
修
辞
法
か
ら
学
ん
で
い
る
」
。
第
三
に
「
漢
文
と
し
て
四
六
文
、
中
国
文
学
の
ジ

ャ
ン
ル
と
し
て
序
の
形
式
に
学
ん
で
い
る
」
。
第
四
に
は
「
漢
文
訓
読
文
の
語
彙
・

語
法
が
混
っ
て
い
る
」。

為
政
の
表
現
に
は
、
漢
文
の
故
事
、
訓
読
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。
題
の
「
岸
の
菊
久

き
し

き
く
ひ
さ

し
く
薫
ふ
」
は
、『
芸
文
類
聚
』「
菊
」
な
ど
に
見
え
る
、
川
岸
の
菊
か
ら
滴
り
落
ち

に
ほ

る
水
を
飲
ん
だ
者
が
長
生
き
し
た
と
い
う
甘
谷
の
故
事
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
時
節
と

場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
題
と
し
て
選
ば
れ
た
題
で
あ
ろ
う
。
や
や
後
の
例
と
思
わ
れ
る

が
、『
本
朝
続
文
粋
』（
巻
十
）
の
藤
原
国
成
の
詩
序
の
題
「
菊
開
水
岸
香
」
も
似
た

趣
向
の
題
で
あ
る
。

「

有

栖
川
一
た
び
澄
め
る
水
の
色
」
は
、
『
初
学
記
』
（
巻

＊
あ
り

す

が
は
ひ
と

す

＊

2

六
地
部
中
・
河
第
三
・
事
対
）
な
ど
に
引
か
れ
る
、
聖
人
が
生
ま
れ
る
瑞
祥
と
し
て

黄
河
が
清
む
と
あ
る
故
事
を
ふ
ま
え
る
。

「
万
代
を
呼
ば
ふ
べ
き
山
を
畳
み
」
は
、

よ

や
ま

た
ゝ

6

『
漢
書
』
（
巻
二
十
五
上
）
な
ど
に
見
え
る
、
武
帝
が
山
で
万
歳
を
言
う
声
を
聞
い

た
と
い
う
故
事
を
ふ
ま
え
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
二
つ
の
故
事
は
、
永
観
三
年
（
九
八

五
）
二
月
十
三
日
、
円
融
院
が
紫
野
へ
御
幸
さ
れ
た
時
に
、
平
兼
盛
が
献
じ
た
和
歌

序
に
「
岸
の
く
ろ
水
色
清
う
澄
み
、
山
の
声
高
う
よ
ば
ふ
」
（
兼
盛
集

・
紫
野
の

き
し

み
づ
い
ろ
き
よ

す

こ
ゑ
た
か

1

序
）（
１
９
）

と
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
花
の

甍

」
「
玉
の

台

」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
華
甍
」「
玉
台
」
の
訓
読
語
で
あ

い
ら
か

た
ま

う
て
な

か

ぼ
う

5
る
（
２
０
）

。

「

詞

の

林

」
「

言

の

泉

」
は
、
先
行
す
る
和
歌
真
名
序
の
漢
語
を

こ
と
ば

は
や
し

＊
こ
と
ば

い
づ
み

12

訓
読
す
る
。「

詞

の

林

」
は
、
詩
文
の
集
ま
り
を
林
に
見
立
て
た
語
で
、「
古
今
集

こ
と
ば

は
や
し

真
名
序
」
の
冒
頭
「
夫
和
歌
者
、
託

其
根
於
心
地

、
発

其
華
於
詞
林

者
也
」
と

二

一

二

一

見
え
る
。「

言

の

泉

」
は
、
言
葉
が
わ
き
出
る
こ
と
を
泉
に
喩
え
た
語
で
、
紀
貫

＊
こ
と
ば

い
づ
み

之
「
新
撰
和
歌
序
」
に
、「
潤

艶
流
於
言
泉

」
と
あ
る
。
後
藤
昭
雄
氏
は
、
「
和
歌

二

一

真
名
序
の
措
辞
、
用
語
は
「
古
今
集
真
名
序
」
の
圧
倒
的
な
影
響
の
も
と
に
あ
る
」

と
す
る
。
為
政
の
序
は
、
仮
名
序
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
古
今
集
真
名
序
」
の

影
響
を
受
け
て
い
る
ば
か
り
か
、「
新
撰
和
歌
序
」
か
ら
も
用
語
を
摂
取
し
て
い
る
。

四
、
お
わ
り
に
―
慶
滋
為
政
の
和
歌
序
の
特
質

以
上
見
て
き
た
和
歌
序
二
篇
を
比
べ
て
、
先
ず
気
づ
く
こ
と
は
、
漢
文
と
和
文
の

差
を
超
え
て
、
同
じ
よ
う
な
性
質
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
目
の
性
質
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
の
題
「
紅
葉
水
に
泛
か
ぶ
」
、「
岸
の
菊
久

う

き
し

き
く
ひ
さ

し
く
薫
ふ
」
を
ふ
ま
え
た
表
現
を
す
る
箇
所
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
紀
貫
之
「
大

に
ほ

堰
川
行
幸
和
歌
序
」
や
、
村
上
朝
か
ら
花
山
朝
に
か
け
て
書
か
れ
た
序
の
多
く
で
は
、

当
日
の
風
景
や
歌
会
の
模
様
が
、
歌
題
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
描
写
さ
れ
る
。
そ
れ
ら

の
序
の
構
成
は
、
当
時
の
詩
序
の
構
成
に
倣
っ
て
お
り
、
内
容
か
ら
見
て
三
段
に
分

け
ら
れ
る
。
第
一
段
は
歌
会
の
概
要
、
第
二
段
は
当
日
の
風
景
や
歌
会
の
模
様
の
描

写
、
第
三
段
は
歌
を
披
講
す
る
時
の
到
来
・
作
者
の
謙
遜
の
辞
な
ど
の
結
び
、
と
い

う
内
容
を
有
す
る
（
２
１
）

。
歌
題
が
あ
る
場
合
、
第
二
段
で
、
歌
題
を
敷
衍
し
た
表
現

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

為
政
の
真
名
序
は
、

か
ら

ま
で
で
歌
会
の
概
要
を
述
べ
、

か
ら

ま
で
が

1

3

4

6

当
日
の
風
景
・
歌
会
の
模
様
を
描
写
し
、

で
歌
題
を
記
し
て
結
ば
れ
て
い
る
。
こ

7

の
う
ち
、

「
彼
の
水
底
の
繊
塵
無
く
、
碧
瑠
璃
の
光
瑩
き
出
せ
り
、
嶺
面
の
寒
雨

せ
ん
ぢ
ん

み
が

6

を
経
て
、
紅
錦
繍
の
色
染
め
成
せ
り
」
の
み
が
、
歌
題
に
関
わ
る
箇
所
だ
が
、
先
述

の
と
お
り
、
歌
題
と
は
異
な
っ
て
峰
の
紅
葉
を
描
く
。
ま
た
、
仮
名
序
は
、

の
高

6

陽
院
の
池
を
描
写
す
る
箇
所
が
題
の
「
岸
」
に
関
わ
る
も
の
の
、
「
菊
」
に
つ
い
て
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は
、
序
で
は
題
を
除
い
て
登
場
し
て
い
な
い
。

歌
題
を
敷
衍
し
な
い
代
わ
り
に
、
前
代
の
和
歌
序
と
比
べ
て
増
え
て
い
る
の
は
、

歌
会
の
主
賓
と
主
宰
者
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
。
こ
れ
が
二
つ
目
の
共
通
す
る
性

質
と
言
え
よ
う
。
前
代
ま
で
の
序
で
は
、
第
一
段
で
歌
会
の
主
宰
者
の
み
が
描
か
れ

て
い
た
。
例
え
ば
、
平
兼
盛
の
序
で
は
、
主
宰
者
の
円
融
院
に
つ
い
て
「

我

君

、
昔

（
わ
が
き
み
）

む
か
し

こ
ろ
、
民
を
恵
み
、
国
を
治
め
お
は
し
ま
す
こ
と
数
多
う
て
」
（
紫
野
の
序
）
と
記

め
ぐ

く
に

お
さ

か
ず
お
ほ

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
為
政
の
真
名
序

で
は
主
賓
の
「
仙
院
」
小
一
条
院
の
こ
と

2

を
描
き
、

に
は
「
前
太
相
国
幷
び
に
摂
籙
内
相
府
」
と
遊
覧
の
主
宰
者
で
あ
っ
た

せ
つ
ろ
く

3

道
長
、
頼
通
の
こ
と
を
述
べ
る
。
仮
名
序
で
も
同
じ
よ
う
に
、
冒
頭
に
主
賓
の
「
大お

ほ

中
宮
」
彰
子
が
、

に
は
主
宰
者
の
「
左

大

臣

」
頼
通
が
登
場
し
て
い
る
。

の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み

3

こ
の
よ
う
な
主
賓
に
つ
い
て
の
描
写
が
増
え
た
理
由
は
、
ひ
と
ま
ず
、
遊
覧
や
歌

会
に
お
い
て
、
主
宰
者
と
は
別
に
、
主
賓
と
な
る
人
物
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
為
政
の
序
の
場
合
は
、
天
皇
側
が
主
賓
、
藤
原
氏
の
方
が
主
宰
者

に
な
っ
て
お
り
、
摂
関
期
の
政
治
形
態
が
、
歌
会
の
在
り
方
に
投
影
さ
れ
た
か
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
和
歌
序
の
執
筆
は
、
歌
会
の
主
宰
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
為
政
の
仮
名
序
は
、
『
栄
花
物
語
』
に
よ
る
と
、
頼
通
の
命
に
よ

っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
執
筆
者
と
し
て
は
、
下
命
す
る
主
宰
者
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
為
政
の
真
名
序
に
は
、
主
賓
の
小
一
条

院
よ
り
、
主
宰
者
の
道
長
の
存
在
が
鮮
明
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
為
政
の
仮
名
序
で
は
、
序
の
末
尾
の
謙
遜
の
辞
が
、
任
官
を
願
う

申

文

も
う
し
ぶ
み

に
近
い
、
具
体
的
な
要
望
に
な
っ
て
い
る
。

「
あ
ら
た
ま
の
年
立
ち
返
ら
ん
春
の

と
し

た

か
へ

は
る

13

県

召
に
漏
ら
さ
れ
ず
、

数

へ
さ
せ
給
へ
と
、
爾
申
す
」
と
、
翌
年
の
春
の
地
方
官

あ
が
た
め
し

も

か
ず
ま

た
ま

し
か
ま
う

を
任
命
す
る
県
召
の
除
目
に
お
い
て
、
新
た
な
官
職
に
任
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
請
う

て
い
る
。
な
お
、
為
政
は
翌
年
に
希
望
通
り
、
河
内
守
に
任
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

前
代
ま
で
の
序
で
は
、
謙
遜
の
辞
は
、
貫
之
「
大
堰
川
行
幸
和
歌
序
」
に
、
「
我
ら

み
じ
か
き
心
の
、
こ
の
も
か
の
も
に
ま
ど
ひ
、
つ
た
な
き
こ
と
の
葉
、
吹
風
の
空
に

ふ
く

み
だ
れ
つ
つ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
作
者
が
自
ら
の
不
才
を
謙
遜
す
る
内
容
が
多
く
、

ゝ

為
政
の
序
の
よ
う
な
書
き
方
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
為
政
と
同
時
代
の
詩
序
に
も
類

似
す
る
例
が
あ
り
、
為
政
の
み
の
特
徴
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、
主
賓
と
主
宰
者
を

取
り
上
げ
る
表
現
と
同
じ
く
、
摂
関
期
を
生
き
る
官
僚
と
し
て
の
立
場
が
、
作
品
の

表
現
を
も
方
向
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

為
政
の
二
篇
の
序
の
相
違
点
と
し
て
は
、
仮
名
序
に
、
歌
会
当
日
の
風
景
や
歌
会

の
模
様
の
描
写
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
歌
会
当
日
に
つ
い
て
の

記
述
は
、

の
後
半
と

の
「
明
く
る
今
日
は

心

の
ど
か
に
、
秋
の
空
も
曇
り
な

あ

け

ふ

こ
ゝ
ろ

あ
き

そ
ら

く
も

8

9

く
、
夜
半
の
月
か
げ
も
隈
な
く
て
、
御
前
に
あ
ま
た
の
上
達
部
、
雲
の
上
人
ま
ゐ
り
集

く
ま

ま
へ

う
へ

い

つ
ど

ひ
た
び
て
」
と
あ
る
部
分
の
み
で
あ
る
。

か
ら

で
は
歌
会
の
場
所
と
な
っ
た
高

4

6

陽
院
と
い
う
場
所
を
華
麗
な
表
現
で
描
写
す
る
。

か
ら

前
半
に
は
、
前
日
の
駒

7

8

競
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
栄
花
物
語
』
に
記
さ
れ
る
、「
昨
日
（
の
）

き

の

ふ

事
、
た
だ
心
地
に
の
み
思
ひ
て
、
書
き
留
め
ず
は
、
口
惜
し
か
る
べ
し
」
と
、
昨
日

ゝ

ち

お
も

か

と
ゞ

く
ち

を

の
こ
と
を
、
た
だ
心
に
思
っ
て
い
る
だ
け
で
、
書
き
留
め
な
か
っ
た
ら
、
不
本
意
で

あ
る
と
い
う
、
主
宰
者
頼
通
の
要
望
に
添
う
た
め
、
歌
会
の
「
昨
日
」
の
こ
と
、
す

な
わ
ち
駒
競
に
い
た
る
経
緯
が
詳
し
く
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
歌
会
自
体
も
、
あ

く
ま
で
も
駒
競
の
後
宴
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
貫
之
の
「
大
堰
川
行
幸
和
歌
序
」
で
は
、
行
幸
が
重
陽
の
翌
日
で
あ
り
、

序
で
も
「
長
月
の

九

日
と
昨
日
い
ひ
て
」
と
い
う
も
の
の
、
行
幸
当
日
の
様
を
中

な
が

こ
ゝ
ぬ

か

心
に
描
写
す
る
。
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
九
月
、
曾
禰
好
忠
が
、
左
大
臣
藤
原
頼
忠
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の
前
栽
歌
合
の
後
に
、
日
を
改
め
て
召
さ
れ
た
際
に
は
、
和
歌
は
前
栽
歌
合
の
題
に

寄
せ
て
詠
む
が
、
序
で
は
召
さ
れ
た
当
夜
の
様
子
を
記
し
て
い
る
（
十
巻
本
歌
合
巻

八
・
秋
夜
の
序
）
。
為
政
の
序
は
、
後
宴
当
日
の
描
写
を
欠
く
故
に
、
和
歌
序
の
内

容
と
し
て
期
待
さ
れ
る
、
歌
会
当
日
の
模
様
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
歌
会
の

模
様
を
、
歌
題
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
描
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
面
白
み
も
無

い
た
め
、
些
か
魅
力
に
乏
し
い
こ
と
は
否
め
な
い
と
思
う
。

な
ぜ
、
為
政
は
、
こ
の
歌
会
で
は
和
文
で
序
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
の

一
つ
は
、
こ
の
歌
会
が
後
宴
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
好
忠
の
序
の
例
に
よ

る
と
、
大
き
な
宴
の
あ
と
に
催
さ
れ
る
後
宴
で
は
、
漢
文
よ
り
和
文
で
序
を
書
く
こ

と
が
好
ま
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
好
忠
の
例
の
前
栽
歌
合
当
日
に
は
、
菅
原
文

時
が
真
名
序
を
書
い
て
い
る
。
今
一
つ
の
理
由
は
、
主
賓
が
彰
子
で
あ
っ
た
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。
女
性
が
主
宰
す
る
歌
会
で
書
か
れ
た
和
歌
序
と
し
て
、
源
順
が
貞
元

元
年
（
九
七
六
）
に
斎
宮
規
子
内
親
王
の
主
宰
す
る
歌
会
で
書
い
た
序
が
あ
る
（
順

集

・
野
宮
の
序
）
。『
紫
式
部
日
記
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
安
朝
に
お
い
て
女

163
性
は
、
表
向
き
、
漢
籍
の
知
識
が
無
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
理
由

か
ら
、
為
政
は
、
頼
通
に
序
を
書
く
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
際
、
歌
会
の
性
格
、
主
賓

の
性
別
に
鑑
み
て
、
和
文
を
選
択
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
述
べ
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
慶
滋
為
政
の
和
歌
序
の
特
質
と
し
て
は

二
つ
の
点
を
指
摘
で
き
る
と
思
う
。
ま
ず
、
真
名
序
と
仮
名
序
と
が
、
漢
文
と
和
文

の
差
を
超
え
て
、
内
容
や
表
現
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
紀
貫
之
の
仮
名
序

に
窺
わ
れ
る
日
本
語
の
散
文
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
自
負
や
、
村
上
朝
の
頃
の
仮
名

序
の
作
者
に
あ
っ
た
和
歌
序
は
和
文
で
書
く
と
い
う
信
念
は
、
も
は
や
見
受
け
ら
れ

な
い
。
為
政
の
序
の
よ
う
に
、
歌
会
の
真
名
序
と
仮
名
序
と
が
均
質
か
つ
同
等
の
も

の
と
な
っ
た
結
果
、
敢
え
て
漢
文
の
四
六
文
に
倣
っ
た
和
文
で
、
仮
名
序
を
書
く
意

義
は
無
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
一
条
朝
以
後
、
和
歌
序
を
下
命
さ
れ
る
文
人
は
、

書
き
慣
れ
た
漢
文
で
真
名
序
を
作
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
れ
が
真
名
序
の
増
え
た

理
由
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

為
政
の
序
の
、
も
う
一
つ
の
特
質
は
、
下
命
す
る
主
宰
者
に
配
慮
し
、
歌
会
の
性

格
を
慎
重
に
判
断
し
て
、
作
品
の
表
現
と
、
漢
文
、
和
文
の
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
為
政
は
、
歌
会
に
お
け
る
季
節
や
景
物
よ
り
も
、
人
間
模
様
の
方
を

敏
感
に
看
取
し
、
主
宰
者
の
意
向
を
汲
ん
で
、
精
緻
な
美
辞
麗
句
に
よ
っ
て
歌
会
を

賛
美
す
る
序
を
書
い
た
と
言
え
る
。
後
世
の
読
者
か
ら
す
る
と
作
品
の
魅
力
を
減
じ

た
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
が
、
歌
会
の
場
に
お
い
て
、
和
歌
序
と
和
歌
と
が
読
み
上

げ
ら
れ
た
際
は
、
主
宰
者
を
は
じ
め
当
座
の
人
々
を
満
足
さ
せ
る
作
品
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

（
１
）
『
二
〇
一
八
年
度
「
文
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果
報
告
書

日
本
文
学
を
世
界
文
学
と
し
て
読

む
』（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
所
収
。

（
２
）
拙
稿
「
河
原
院
の
歌
人
達
の
和
歌
序
―
集
成
・
校
訂
お
よ
び
特
質
・
意
義
の
考
察
―
」（
『
人
文
研
究
』

六
九
巻
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
参
照
。

（
３
）
大
曽
根
章
介
氏
「
和
歌
序
小
考
」（
犬
養
廉
氏
編
『
古
典
和
歌
論
叢
』
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）
参

照
。

（
４
）
後
藤
昭
雄
氏
「
和
歌
真
名
序
考
」（
同
氏
『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二

年
。
初
出
は
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。
以
下
の
後
藤
氏
の
説
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（
５
）
「
史
料
紹
介
『
扶
桑
古
文
集
』
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
二
、
一
九
六
八
年
。
『
同
』
四
、
一
九

七
〇
年
に
正
誤
表
を
掲
載
）。
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（
６
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
御
堂
関
白
記

下
』（
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
）。
私
に
返
り
点
を
加

え
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
書
の
引
用
・
作
品
番
号
に
つ
い
て
は
、
次
の
本
に
よ
る
。
た
だ
し
、
一
部
表

記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
は
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』
（
日
本
古
典
文

学
大
系
、
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
白
氏
文
集
の
本
文
は
那
波
道
円
本
、
作
品
番
号
は
花
房
英
樹
氏
『
白

氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
（
朋
友
書
店
）
所
収
「
綜
合
作
品
表
」
に
よ
る
。
本
朝
文
粋
の
本
文
は
身
延

山
久
遠
寺
編
『
重
要
文
化
財

本
朝
文
粋
』
（
汲
古
書
院
）
、
作
品
番
号
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ

る
。
田
氏
家
集
は
『
田
氏
家
集
注

巻
之
上
』
（
和
泉
書
院
）
に
よ
る
。
『
後
漢
書
』
（
吉
川
忠
夫
氏
訓

注
、
岩
波
書
店
）
。
類
聚
句
題
抄
は
本
間
洋
一
氏
『
類
聚
句
題
抄
全
注
釈
』
（
和
泉
書
院
）
。
私
家
集
を

除
く
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
（
角
川
書
店
）
、
私
家
集
の
和
歌
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』
（
エ
ム
ワ

イ
企
画
）
に
よ
る
。

（
７
）
一
、（
二
）
杉
崎
論
文
参
照
。
以
下
、
為
政
の
事
蹟
は
同
論
文
に
よ
る
。

（
８
）
山
中
裕
氏
「
敦
明
親
王
」
（
同
氏
『
平
安
人
物
志
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
。
初
出

は
一
九
六
五
年
）
参
照
。

（
９
）
山
中
裕
氏
編
『
御
堂
関
白
記
全
註
釈

寛
仁
二
年
下
』（
高
科
書
店
、
一
九
九
一
年
）。

（
１
０
）『
平
安
鎌
倉
記
録
典
籍
集
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
印
叢
書
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
。

『
扶
桑
古
文
集
』
の
本
文
は
同
書
に
よ
る
。

（
１
１
）
本
文
は
、
『
古
今
著
聞
集
』
（
永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
両
氏
校
注
『
古
今
著
聞
集
』
（
巻
十
四
・
遊
覧

第
二
十
二

）
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
一
部
表
記
を

479

改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
１
２
）『
大
日
本
史
料
』（
第
二
編
之
十
三
、
一
九
〇
一
年
）
参
照
。
た
だ
し
、
同
書
で
は
「
中
宮
権
大
夫
」

を
藤
原
能
信
と
す
る
が
、
注
（
９
）
『
御
堂
関
白
記
全
註
釈
』
に
お
い
て
源
経
房
と
修
正
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
従
う
。

（
１
３
）
犬
養
廉
氏
ほ
か
『
後
拾
遺
和
歌
集
新
釈

下
巻
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
七
年
）
の
「
補
説
」
に
、

寛
仁
二
年
九
月
十
六
日
の
『
御
堂
関
白
記
』
を
引
き
「
当
該
歌
は
こ
の
時
の
詠
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
」

と
す
る
。

（
１
４
）『
栄
花
物
語
』
の
本
文
は
、
川
口
久
雄
氏
解
説
『
梅
沢
本

栄
花
物
語
』（
全
六
冊
の
第
四
冊
、
影
印
、

勉
誠
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
。

（
１
５
）
三
原
ま
き
は
氏
「
「
高
陽
院
行
幸
和
歌
」
の
基
礎
的
研
究
―
歌
会
資
料
と
『
栄
花
物
語
』
―
」（
『
学

習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
十
号
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）
参
照
。

（
１
６
）
本
文
の
底
本
に
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
殿
宴
和
歌
』
（
高
松
宮
家
旧
蔵
）
の
影
印
を
用
い

る
。
な
お
、
注
（
１
５
）
三
原
論
文
に
同
本
の
翻
刻
が
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
五
「
万
寿
元
年
高
陽

院
行
幸
和
歌
」
に
同
本
を
底
本
と
し
て
校
訂
さ
れ
た
本
文
が
収
め
ら
れ
る
。
本
文
は
、
稿
者
の
判
断
に

よ
り
、
清
濁
を
分
か
ち
、
読
点
を
附
す
。
仮
名
を
漢
字
に
改
め
る
場
合
は
、
元
の
仮
名
を
振
り
仮
名
と

し
て
残
す
。
仮
名
遣
い
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
当
て
字
は
仮
名
ま
た
は
通
行
の
字

に
改
め
る
が
、
元
の
仮
名
・
当
て
字
は
右
傍
に
記
す
。
送
り
仮
名
を
補
う
場
合
は
、（

）
に

入
れ
る
。
本
文
を
改
め
る
箇
所
に
は
、
＊
印
を
附
す
。
な
お
、
〈
内
〉
内
閣
文
庫
蔵
『
和
歌
序
集
』（
特

55-23

、
画
像
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
、〈
栄
〉
川
口
久
雄
氏
解
説
『
梅
沢
本

栄
花

物
語
』
（
注
１
４
）
の
二
本
な
ど
に
よ
り
校
訂
し
た
。
校
訂
箇
所
は
次
の
通
り
。「

有

栖
川
」
は
、
底

＊
あ
り

す

が
は

本
「
あ
り
し
か
」
を
、
内
・
栄
に
よ
り
改
め
る
。
「
色
」
は
、
底
本
「
水
の
ゝ
と
け
き
」
を
、
内
「
水

＊

の
色
の
と
け
き
」
に
よ
り
改
め
る
。「

巌

」
は
、
底
本
に
な
し
、
栄
に
よ
り
加
え
る
。「

十

日
四
日
」

＊
い
は
ほ

＊
と
う

か

よ

か

は
、
底
本
「
と
う
か
よ
う
か
」
を
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
栄
花
物
語
』
頭
注
に
引
か
れ
る
富
岡

本
「
と
う
か
よ
か
」
に
よ
っ
て
改
め
る
。
「
あ
か
ら
さ
ま
に
」
は
、
底
本
「
あ
か
し
さ
ま
に
」
を
、
栄

＊

に
よ
り
改
め
る
。「
ゆ
ゑ
に
」
は
、
底
本
「
ゆ
ふ
へ
に
」
を
、
栄
「
ゆ
へ
に
」
に
よ
り
改
め
る
。「

言

」

＊

＊
こ
と
ば

は
、
底
本
「
こ
ゝ
ろ
」
を
、
内
・
栄
に
よ
り
改
め
る
。

（
１
７
）
内
「
の
と
け
き
君
か
よ
に
お
は
し
く
に
の
ま
つ
り
こ
と
を
お
こ
な
ひ
た
ま
ふ
」、
栄
「
の
と
け
き
よ

に
お
ほ
く
の
ま
つ
り
事
を
す
へ
お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
」。

（
１
８
）
小
沢
正
夫
氏
『
古
代
歌
学
の
形
成
』（
塙
書
房
、
一
九
六
三
年
）
第
一
編
第
二
章
「
仮
名
序
」。

（
１
９
）
引
用
は
、
新
編
私
家
集
大
成
「
兼
盛
Ⅰ
」
（
底
本
：
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
五
〇
六
・
八
「
兼
盛
集
」
）

に
よ
る
。
な
お
、
注
（
２
）
拙
稿
参
照
。
以
下
の
村
上
朝
か
ら
花
山
朝
の
序
の
略
称
も
こ
れ
に
よ
る
。

（
２
０
）
山
中
裕
氏
ほ
か
校
注
・
訳
『
栄
花
物
語
②
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）

の
頭
注
に
指
摘
さ
れ
る
。

（
２
１
）
こ
こ
で
い
う
段
と
は
、
序
の
内
容
の
一
区
切
り
の
意
で
、
序
を
分
析
す
る
目
安
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

段
落
と
は
異
な
る
。
佐
藤
道
生
氏
「
詩
序
と
句
題
詩
」
（
同
氏
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
所

収
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出
は
一
九
九
八
年
）
参
照
。
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【Abstract】 
 

The Prefaces of Waka Poetry by Yoshishige-no-Tamemasa : 
 Characteristics of the Waka Poetry Prefaces  

in the Regency Government Period 

 
YAMAMOTO Mayuko 

 
Yoshishige no Tamemasa was a literary bureaucrat active at the height of 

the regency period. This paper will analyze the Chinese and Japanese waka 
poetry prefaces written by Tamemasa and highlight their distinctive 
characteristics.  
One distinctive feature of Tamemasa’s prefaces is that the Chinese and 

Japanese prefaces are extremely similar to each other. Another is the 
consideration for the chairman at the gathering who requested the prefaces 
and introduced major restrictions in terms of the expressions used in the 
works that follow, as well as the selection of Chinese or Japanese language. 
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